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昨日、第 1 回校内授業研究会が神町中学校で行わ

れ、3年 5組（理科）と 2年 3組（英語）の授業が

公開された。 

 

3年 5組の理科では、「金属球をレールの上で１ｍ

20㎝転がしたとき、最も速くゴールまで転がるよう

にレールを設定せよ」という課題が与えられた。生徒

はそれぞれの班に分かれ、仮説を立てながらレールの

角度などを調整し金属球がレールの上を走る時間を

計測していた。森谷青楓くんは「転がる物の重さによって、速さが違うことが分かった。僕た

ちの班では大きい金属球の方が早くなると予想したが、大きい球は摩擦も大きくなってしまう

ので小さい球の方が速いという結果になった。」と実験結果を説明してくれた。柏倉望さんは「実

験によって、質量とエネルギーの関係を明らかにしようとしました。私たちの実験ではレール

の角度を急にすればスピードは速くなったが、金属球の重さとスピードの関係は証明できませ

んでした。実験の大切さがわかりました。」と話してくれた。今後は、実験結果を分析し仕事と

エネルギーの関係性や規則性についての考察を深めていくという。 

 

２年５組の英語では、「東根

市インバウンド活性化プロジ

ェクト」と題して、東根市に

ある観光名所を紹介するため

に、英語でのパンフレットづ

くりが行われていた。小川心

優さんは「班の人からのアド

バイスが参考になり、情報を

細かく整理して、相手に伝わるような英語で文章を書くことができました。」と、高原大翔くん

は「とても楽しかった。班での交流もあり、今までわからなかった東根のことがわかるように

なった。班の人から聞いた情報が役に立ちました。」と話してくれた。これから、東根市へのイ

ンバウンドを増やすための東根名所紹介ポスターの制作が始まる。 

 

授業を参観した山形大学大学院の三浦登志一教授は、「どの生徒も、授業に真剣に

取り組んでいたし、友達との活動に温かさが感じられました。友達からのアドバイス

や意見に素直に耳をかたむけ、生かそうとしている姿も印象的でした。魅力的な生徒

たちだと感じました。」と、授業を見た感想を話していました。  
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